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燃 え つ き症 に お け る 心 理 的評価 お よ び

そ の細胞性免疫機能異常に 関する研究

金沢大学医学部公衆衛生学講座 く主任代理 二 中村裕之助教授う

後 藤 啓

燃え つ き症の 心 理生理的機序を明 らか に す るた め に ，

一

般企業従事者を対象に ， 燃 え つ き症の 3 つ の 各指標であ る感情

的枯渇尺度くe m o tio n al e x h a u sti o n ， E El ， 離人度尺度くd e p e r s o n aliz a ti o n ， D Pl ， 仕事の 達成感 尺度くp e r s o n al a c c o m pli s h m e n t ，

P A J を調 べ た ． 個 々 の 質問に 対する因子分析 に よ り
，
E E ， D P ， P A の 順で 抽 出され た ． 監督職 の D P ほ ，

一

般職 に 比 べ 高く，

P A は 低い こ と が認め られ ， こ の 関係は他 の 要因の 差に 基づ くもの で は なか っ た ． 本研究は ， 職位
，
睡眠時間 ， 顕在的不安尺度

くm a nif e st a n xi e t y s c al e ， M A Sl ， 精神健康調査くg e n e r al h e alth q u e s tio n n air e ， G H Ql ， 絵画統覚試験 くpi c t u r e i n t e r p r e t a ti o n

t e s t
，
P I T l に よ っ て 得 られ る達成動機くm o ti v a ti o n f o r a c hi e v e m e n t， M A l お よ び ス ト レ ス 認 知 くc o g niti v e a p p r ais al f or

S tr e S S ， C A S l ， コ ー

ネル
． メ デ ィ カ ル

．

イ ン デ ッ ク ス くC o r n ell m e d i c al i n d e x ． C M Il な どの 社会的， 心周巨 精神的 ， 身体的指標

と の 構造的関連を分析 した 研究I と ， 燃 え つ き症と ナ チ ュ
ラ ル キ ラ

ー くn a t u r al k i11 e r ， N K l 細胞活性を は じめ と した 細胞性免疫

と の 関係を調 べ た 研究 江か ら成 る が ，
そ の 結果 は以下 の 如く で ある ． 全体の 指標に 対す る国子分析 の 結果か ら

，
E E

，
D P が 正 の

方向に ．
P A が負 の 方向に 大きくな る方向に 因子 1 が 認め られ ，

正 の 方向に M A S ， G H Q ， M A ， C A S が 認め られた ． 正 準相関

分析で ほ 燃え つ き症 の 各指標を他 の 指標と並立 に 置か ず
，
対立 する モ デ ル に 仕立 て る こ とに よ り ， 第2 成分 と して 職位 が抽出

され 職位が高く な る方向に E E と P A が認め られ た ．
C A S と 燃え つ き症全般と の 正 の 相 関関係 は大きく ，

M A に 対す る

D P お よ び P A と の そ れ ほ小 さか っ た ． D P ある い は M BI の ス コ ア の 高い 人で は N K 細胞活性お よ び C D 5 7
＋

C D 1 6
＋

の リ ン パ 球に

占め る割合が低か っ た ． 以上 の 結果は ，
E E と D P の 和 と P A の 差 くE E ＋D P － P A トに よ っ て 燃え つ き症全般を評価できる こ

と を示 唆する と 同時に ， 個 々 の 相関関係を排除 して も ， 燃え つ き症 と ， 社会的， 心 理 ■ 精神的お よ び身体的因子 との 間に 構造

的な関係が成 り 立 つ こ とを 示 して い る ． ま た PI T を 用 い て C A S を評価する本法を ，
M B I と併せ て 評価す る こ とに よ っ て ，

燃えつ き症を ， さ らに よ り よい 精度 ． 感度で も っ て 診断でき る こ とが 期待 され る ． また N K 細 胞活性お よ び サ ブ セ ッ ト に 関す

る結果ほ t 燃 え つ き症 は仕事に お け るス ト レ ス に よ っ て 生 じる が ， そ れ は細胞性免疫 の 低下に つ な が る こ と を示 唆 して い る ．

K e y w o r d s b u r n o ut ， C a n O ni c al c o r r el atio n a n aly sIS ， f a ct o r a n aly s I S ， n a t u r al kill e r c e ll a c ti vit y ，

p s y c h olo g l C al a s s e s s m e n t

燃え つ き症に 関する こ れ ま で の 研究 は ， 主 と して ヘ ル ス ケ ア

に携 わ る専門職の 人々 に 発生する病態 の 1 つ と して 取 りあげ ら

れ て きて い る ． 1 9 7 4 年 ，
F r e u d e n b e r g e r は ヘ ル ス ケ ア に 情熱を

燃や し
， 活動的に 対人 サ ー ビ ス を行 い なが ら， 患者以上 に 心 身

を 消耗 し， 抑欝的な状態を 示 し始 め
上
ケ ア と サ

ー

ヴ ィ ス の 質を

低下させ ， 結果と して 退職 ， 欠勤 ，
モ ラ ル 低下 を招く とい っ た

現象を報告 して 以来
1l

， 燃え つ き症現象は多く の 臨床家あ る い

ほ研究者た ち に 対処 の 方策を め ぐ っ て の 関心 を 集め た
抑

．

一

方 ， 燃え つ き症の 測定 に 関する方法論的分析に も焦点が当て ら

れ ， 特に M a sl a c h ら の 研究
4J

は ， 燃 え つ き症を ある時点 に お け

る特有の 症候と い う指摘に と どま らず ， ある状況の な か で 進行

して いく プ ロ セ ス と して捉 え ， 燃 え つ き症の 発生 に 関 して 心 理

一 生態学的な解明を必 要 とする こ とを 示 唆 した ． こ れ ら
一 連の

研究
拙
は
， 燃え つ き症現象を総合的に把撞する とい う意味で は

有効だ が ， 必ず しも燃 え つ き症発生の 心 理 生理 的機序 に つ い て

は 言及 して い な い ． した が っ て
， ある特殊な 環境に お い て発生

す る燃え つ き症の 機序に つ い て の 分析は ，
さ らに 燃 え つ き症を

予知 し未然 に 防止 す るた め の 研 究を必 要 とす ると考 え られ る ．

一 方 ， ス ト レ ス あるい ほ ス ト レ ス に よ る情緒障害 に 細胞性免

疫機能が深く関与す る事実 が近年 ， 大きく注 目 さ れ て い る
6－

．

特に ナ チ ュ ラ ル キ ラ
ー

くn a t u r al kill e r ， N K l 細 胞活性 は ， 欝状

態
7 町
や人生途上 で の ス ト レ ッ サ ー 抑

里こよ っ て 大きく影響 を受け

るばか りか ，
ス ト レ ス に 対す る対処

川 12さ
， ある種 の 行動

1鋸
や ラ イ

フ ス タイ ル
ー射1 5I
に も関係する と されて い る ， 燃 え つ き症は

t
ス ト

レ ス に 対す る 対応 に お け る 究極 の 状態 と も考 え ら れ て お

り
刷

彗 燃え つ き症と N K 細胞活性の 関係を調 べ る こ と は さ ら

に 燃え つ き症を 理 解する上 で も重要 と考え られ る ．

本研究 ほ t M a sl a c h らの 提起 した 燃 え つ き症4J を 段階的 に 進

行 して い く病態 とす る概念 に 基づ き ， 燃え つ き症 の 心 理 生理的

磯序の 分析を 目的と した研究I と， 燃 え つ き症 の 指標 と N K 細
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燃 え つ き症の 心 理 的評価 と細胞性免疫機能異常

胞活性を ほ じめ と した 細胞性免疫 と の 関係を 調 べ る こ と を 目的

と した 研究H か ら成 り立 っ て い る ．

対象お よび方法

1 ． 研 究 I

l ． 対象

研究 I で は 燃え つ き症に 関与す る他 の 要困の 分析が 主 で ある

た め に 研究対象を サ ー ビ ス 業従事者や看護職に 限定せず ，

一

般

企業人を 含め て検討 した ． すなわ ち ， り 北海道内の 電力 ． ガ

ス な ど公共事業に 勤務す る管理職 ， 監督職 ，

一

般従業員の 男性

1 00 名 ，
2 つ 鉄鋼

．

建設関連企業に 勤務す る管理職， 監督職，
一

般従業員 の 男性10 0名 ， 3 う 札幌市内の 都市銀行， 借用金庫， 生

命保険会社な どに 勤務す る管理職 ， 監督職 ，

一 般従業員の 男女

1 00 名く男性70 名 ， 女性30 名J ， 4 う看 護職 ほ札幌市内お よび仙台

市内の 医療職員30 0 名以上 規模の 公的病院お よ び 医療法人 の 全

診療科 に 勤務する婦長， 主 任 ，
ス タ ッ フ な ど20 0 名で あ っ た ， こ

れ ら5 0 0 人 の う ち ， 回 答 が 得 ら れ た の ほ 3 6 8 名 く回 収率
，

6 6 ． 9 ％1 で あり ， 職位 別にみ た それ ぞれ の 企業別回答数を表 1

に 示 した が
， X
2

検定に よ る回 収率の 職位間に おけ る 有意な差ほ

認め られ なか っ た ． な お
， 調査票の 配付 お よび 回 収は

一

定期間

を おく留置法 に よ っ た ． 調査期間は1 99 1 年 7 月1 0 日 か ら 9 月10

日 の 2 カ 月 であ っ た ．

2 ． 調査票の 構成

調査票 は つ ぎの 6 種類の 測定内容 か らな るもの で ある ．

1 1 M a sl a c h の 燃 え つ き 症弟 に 関 す る 質問表 くM a sl a c h

b u r n o u t i n v e n t o r y ， M B Il に よ る燃 え つ き症 の 測定

燃え つ き症 の 測定に は ， G ol e m b i e w sk i らが M a sl a c h の 許可

を 待て 研究 に 用 い た 尺 度
l れ

く日本を 含め て ，
カ ナ ダそ の 他の 国

に お い て 約7 ，0 0 0 名以上 を 対象と して 燃え つ き症段階 モ デ ル の

検証に 用い た もの1 を 邦訳 し使用 した ．

M B王 ほ つ ぎの 3 つ の 下位尺 度か ら成 り立 っ て い る ，

i ， 感情的枯渇尺度 くe m o ti o n al e x h a u stio n ，
E E l

仕事に よ っ て 極度 に 疲労 し， 感情が 枯渇 した状態に 関す る 9

項目 の 質問か ら成 り立 ち， 高い 得点 ほ ど E E が 大き い と さ れ

る ．

ii l 離人 度尺 度くd e p e r s o n ali z a ti o n ， D P l

8 47

対人 関係処 理 に 当た っ て 相手を 人 と して 思え な くな っ て し ま

う感情に 関する 8 項目 の 質問か ら成 り立 ち ， 高い 得点ほ ど D P

が 大きい と され る ．

iii， 仕事の 達成感尺度くp e r s o n al a c c o m pli sh r n e n t ， P A J

同僚と共に 仕事を成就 した こ と の 喜び に 関す る 8 項目 の 質問

か ら成 り立 ち
，
そ の 傾向が 大きい ほ ど大きい 得点を得る とい う

配点を用い た ．

2 1 職務関与度 くj o b i n v oI v e m e n t s c al e ， JrS I に 関する調査

J王S ほ職 務に 対す る自我関与 の 程度 を測定す る 尺度 で ，

B o u d r e a u ら
柑肌 凱
が 用い たも の で ある ． 高得点ほよ り職務 に 対 し

肯定的な関与を意味 し ， 低得点は 否定的な関与を 示 す．

3 1 顕在的不 安尺 度くm a nif e st a n x ie t y s c al e ， M A Sl の 測定

M A S は 個人が抱く不安 t すな わ ち ， 身体的 一

精神的 な 不 安

と して 明 らか に 意識 され る感情を測定す る． T a yl o r
2ロ
リこよ っ て

作成 され たも の を 著者ら
21

りこよ っ て 邦訳 した もの を使用 した ．

高得点を と るもの は l 絶 えず 不 安感情 に よ っ て 行 動が 制約 さ

れ
， 自己 不全感を体験 し， すべ て に 消極的な行動を お こ しや す

い
．

4 1 精神健康調査表くg e n e r al h e alth q u e s ti o n n air e ， G H Q

よ る測定

G H Q は G old b e r g の 原案
221

を 日 本人 向け に 改訂 した 尺 度を用

い た ．

G H Q の 内容ほ ， 正常 な精神的機能が働い て い るか 否か ， あ

る い は自分自身を苦しま せ る よ う な 出来事 へ の 対処 が 問わ れ

る ． 高得点 ほ 一 般に 神経症的傾向と診断され ， 特に 欝状態と の

関係が盛者 に 見出さ れ ると され る ．

5 1 絵画統覚検査くpi c t u r e i n t e r p r et ati o n t e s t ． P I T H に よ る達

成動機 くm o ti v a ti o n f o r a c hi e v e m e n t ， M A l お よ び ス ト レ ス 認知

くC O n g n iti v e a p p r ais al f o r s tr e s s ， C A S l の 測定

PI T はM c C le ll a n d ら
23，
に よ っ て開発 され た M A 測定法に 準

拠 して 作成 した もの で あ る ． M c C l e11 a n d ら
23一
はM A 測定 の 基準

と して つ ぎの 3 点を あげた ． り 卓越 した基準を設定 し， こ れ

に 挑 む ． 両 独自 の や り方で 達成 しよ う と し て い る ． iiり 長期

間に 亘 っ て も達成を 期して い る こ と ． 彼 らは
231
P n

l

の 手法を 用

い て ， 図版 くた と えば 父親と息 子が 向か い あ っ て 話 し合 っ て い

るよ う な場面う を用 い て ， 自由に 物語を 書か せ ， そ の 結果を 前

T a bl e l ． S u bj e c t s d is trib u ti o n b y th e e n t e r p ri s e e x a m i n e d i n th e st u d y I

N u m b e r

Of s u bj e c ts

くr e s p o n s e

r a ti o
，
％さ

M al e F e m a l e

N u m b e r o f s u bj e c ts b el o n g l n g t O th e e n t e r p rlS e Of

E le c tr o n ic p o w e r

a n d g a s s u p ply

M al e F e m al e

B a n k a n d S t e el a n d H e a lt h c a r e

lif e－i n s u ra n c e c o n s tr u c ti o n s e tti n g s くn u rs e sl

M ale F e m al e M ale F e m al e M al e F e m al e

M a n a g e m e n t 50 3 2

d iT e Ct O r く5 5 ． 61 く64 ． OI

S u p e r vi s o r 5 2 61

く69 ． 3つ く71 ． 8う

S t a ff 8 4 8 9

く70 ． 0つ く70 ． の

16 0 1 6 0

1 9 0 1 0 1 1

3 1 0 1 3 1 7

1 8 0 0 3 2

2 3 0 0 5 0

4 0 0 0 7 2

m a n if e st a n xi et y s c al e ニ M BI ， M a sla c h b u r n o ut in v e n t o r y ニ M A ， m O ti v atio n f o r a c hi e v e m e n t ニ N K ， n a t u r al

kille r i P A
， p e r S O n al a c c o m p lis h m e n t ニ P I T ， pi ct u r e i nt e r p r e t ati o n t e st ニ T C H ， t O t al c h ole st e r ol 三 U A ， u ri c a cid 三

W B C
，
W hit e bl o od c ell



8 4 8

述 の 3 つ の 基準に よ っ て 判定 した ． 本研究で もM c C l e u a n d らの

方法
23
を 適用 して M A の 得点を求め た ． M A の 得点 の 他 に ，

L a z a r u s ら
21

りこよ っ て 提唱され て い る C A S の 得点を 求め た ． 用

い た 図版ほ 5 種類 で あるが ， 各国版 に 対す る物語 の な か に ， 状

況を 主人公 に と っ て 脅威と感 じる状態 と して 記述す るか 否か を

も っ て判定する ． M A ， C A S の 評価 は ． 得点が 高い は ど ，
そ れ

ぞれ M A ， C A S が大き い と され る ．

6ブ コ ー ネ ル ． メ デ ィ カ ル
．

イ ソ デ ッ ク ス くC o r n ell m e d i c al

i n d e x
，
C M IJ を 用い た神経症判別指標に 基づ く判定

B r o d m a n ら
25，
の 研 究 に 基 づ き 日 本人 に 適用 して 金久卓也

ら
26I
が実証 し， 日 本版 の C M I と して 診断に 用 い て い る もの を使

用 した ． 分類 C ， I ， J の 合計点を C M I くC ， I ， J l ， 分析M

か らR まで の 合計点を C M I くM
－

R l と した ． C M I くC ，
I

，

J l ， C M H M －

R ンの 得点 が大きい は ど， そ れぞれ 身体的 ， 精神

的に 健康で な い こ と を 表す ． また
， 本研究で は 金久 ら が考案 し

た神経症判別指標
26I
に 基づ き神経症 レ ベ ル の 判定を 行 っ た ． 段

階が大きくな るほ ど神経症 である可能性 が大きい こ と を表す ．

エ ， 研 究 正

1 ． 対象

研究 社の 対象は富山県の 鉄鋼関連の 企業に 従事する男性42 名

で ある ． そ の 年齢は44 ． 9 土0 ． 6 7 歳で あ り， 1 9 9 2 年の 定期健康診

断時 に 収縮期 に お け る血 圧くblo o d p r e s s u r e ， B Pl ， 拡張期 B P ，

肥満度と して体重指数くb o d y m a s s i n d e x ， B M Il と 血 液生化学検

査 を行 っ た ． 同時 に 燃 え つ き症 との 関連を調 べ る目 的で N K 細

胞活性お よ び N E 細胞 サ ブセ ッ トを 測定するた め に 加 ヘ パ リ ン

採血 を 行 っ た ． 同時期 に M B工 お よ び絵画テ ス ト を施行す る と

とも に ， 生活習慣 に つ い て の 聞き取 り調査を行 っ た ． 輿煙習慣

に つ い て は 1 日 の 本数 と奥煙年数の 横で 表す B ri n k m a n 指数 を

用 い ，
また 日 頃の 飲酒習慣を調べ る こ と に よ り ， 1 日 平均の ア

ル コ ー ル 摂取量くo u n c eノd a yl を 算定 した ． 血液生化学検査はす

べ て 血清 を 用 い ， J aff e 法 に よ り ク レ ア チ ニ ン くc r e a tin i n e ，

C R T N I ， 酵素法に よ り尿酸くu ri c a cid ， U A L 総 コ レ ス テ ロ ー ル

くt o t al c h ol e st e r ol ， T C H l ， L IT ダ ル ク ミ ル ー PT ニ ト ロ ー ル ア ニ ウ

ド法 に よ り r－ダ ル ク ミ ル ト ラ ン ス ぺ プ チ ク
ー ゼ くr

－

gl u t a m yl

tr a n s p e p tid a s e ， T－G T Pl を測定 した
2Tl

．

なお ， M B I ス コ ア は ，
E E と D P の 和か ら P A を 引い て 算出

した ．

2 ． N K 細胞活性の 測定

末梢血 か ら 加 ヘ パ リ ン 採 血 後 ， 白 血 球くw hit e bl o o d c e11，

W B Cl お よ び リ ン パ 球数 の 測定 の た め に 自動 血 球計数器 に

2 血 の 血 液を供す る 一 方 ， 残 りの 血液を フ ィ コ ー ル ． パ
ッ ク 液

くN y e g a ad ， O sl o ， N o r w a yl に 重層 し ， 4 0 0 x g で2 0 分 間遠心 し

た ． 遠心 後， 単層に 分離 した 末梢血単核 を採取 し， H a n k s 液に

て 洗 浄後 ，
1 0 ％ 非 動 化牛胎 児 血 清 くGib c o ， G r a n d I sl a n d ，

U S A l を加えた R P M I－16 4 0 液 くGib c ol に 浮遊 し ， 2 x l O
6

個ノ

m ユ に 調整 して エ フ ェ ク タ ー 細胞 と した後 ，
1 x l O

6

，
0 ．5 x l O

8

，

0 ．2 5 x 1 0
8
の 計 4 つ の 希釈列 を用意 した ． 標的細胞 と して の ヒ ト

慢性骨髄性白血病由来細胞株 K 56 2 を 1 m C iJ
，

m l の N a 2
51
C r O ．

くN e w E n gl a．
n d N u cl e a r ， B o s to n ． U S A l で ラ ベ ル 後 ，

5 x l O
4

個ノ

m l に 調節 して 使 用 した ． 各 々 の エ フ ェ ク タ ー 細 胞 お よ び

K 56 2 細胞を 1 0 恥1 ず つ に の 条件下で エ フ ェ ク タ ー 細胞 ， 標的

細胞 の 比ほそ れぞれ40 こ 1 ，
2 0 こ 1

，
1 0 ニ 1

，
5 二 1 に な る1 マ

イ ク ロ タ イ タ
ー

プ レ
ー

トの ウ ニ ル に 加え
，
3 7 C

，
5 ％ の C O 2 気

相下 で 4 時間混合培養後 ，
40 0 x g で 遠心 し， 上 清を 各穴 か ら
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燃え つ き症 の 心 理 的評価と細胞性免疫機能異常

10 恥l 採取 し ， 上清中の
51
C r 放 出 量を オ ー ト ウ エ ル ガ ン マ

ー

A R 5 0 1 くア ロ カ ， 東京I に て測定 した ． ％特異的
51
C r 放出量 を

10 0 X く
51
C r 実測値－

51

C r 自然放出量V －
51
C r 最大放出量 J

I
C r 自

然放出量1 に よ り求め た ．

5I

C r 自然放出量は
， 標的細胞 の み の 培

養 した 際 の ， ま た
51
C r 最大放出量 は標的細胞 に 1 ％ T rit o n

X－1 0 0 を 加え た際 の
51
C r 放出量に よ り算定 した ． 測定 ほ各 3 回

行い ， そ の 平均値を求めた ． こ こ で エ フ ェ ク タ ー 細胞 と標的細

胞の 比 を40
－
1 5 二 1 と した 4 つ の 条件 か ら得 られ る ％特異的

51
C r 放出量を ， P r o s s らの 式

28

りこあて ほ め
，
1 0
6
の エ フ ェ ク タ ー

細胞 あた りの 20 ％傷 害単位 りytic u n it ， L U J を N K 細胞活性値

と した ． すなわ ち ， 1 0
6

個の エ フ ェ ク タ ー 細胞 か ら 5 x l O
3

の 標的

細胞が20 ％傷害され る ときに 必 要な エ フ ェ ク タ ー 細胞数を 1 単

位 tL U 2。l l O
6

c ellsJ と した ．

3 ．
N K 細胞サ ブ セ ッ ト の 測定

2 x l O
6

個ノm l に 濃度調節 した リ ン パ 球浮遊液 100ノ両 こ， 標識

する蛍光色素が異 な る 2 種煩の モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体， すな わ ち

ヒ ト大顆粒リ ン パ 球 に 存在する F c レ セ プ タ ー に 親和性の 高い

C D 1 6 く抗 L e u l り と N K 細胞お よ び T 細胞の
一

部の サ ブセ ッ ト

に 特 異 的 な C D5 7 く抗 L e u 7J H N K－り くB e c t o n D ic ki n s o n ，

M o u n t ai n V i e w
．
C alif o r n i a

，
U S A J を 各 々 20 pl ず つ 加 え

，
4

C
，
3 0 分間静置 し ， 2 重染色を行 っ た ． こ れ に 0 ．1 M リ ン 酸緩

衝生理食塩水 くp H 7 ．4I を 1 m l 加 え ，
フ ロ

ー サ イ ト メ ー タ ー

F A C S c a n くB e c t o n D i c ki n s o n トに よ っ て 蛍光陽性細胞を測定し ，

C D 5 7－C D 1 6 ＋
，
C D 5 7

＋

C D 1 6
＋

，
C D 5 7

十

C D 1 6一の サ ブ セ ッ ト の 数 を

解析 した ．

町 ． 統 計

測定値 の 統計量はすべ て 平均値士標準誤差 で 表 し ， 2 群問の

各 パ ラ メ ー

タ
ー の 平均値の 比較 に ほ 分散 が等 し い と き に ほ ，

8 49

S t u d e n t の t 検定を 用 い ， 等 しく な い と きに ほ W elc h の t 検定

を用 い た ． 3 群の 平 均値の 比較 に は 一

元 配置分散分析を行 い ，

多重比 較に は D u n n e t t 試験を用 い た ． 相関検定 で は P e a r s o n の

相関係数を用 い た ．
これ らの 検定以外は そ の 都度 ， 記述 した ．

す べ て の 統計処 理 で の 有意水準は危険率 5 ％ く両側検定J で 有

意差あり と した ．

成 績

I ． 研 究 I

l ． 各質問iこ おけ る因 子分析

368 名 に 対する 質問番号1 か ら23 の 個 々 の 回 答 を 基 に 主 因 子

法に よ る因子 分析を施行 し た結果を 表2 に 示 した ． 質問番号

1 ， 2
，
3
，
9
，
1 4

，
1 5

，
2 1 ほ 正 の 因子負荷量を持 つ 第1 因 子

と して ， 質問番号4 ， 6
，
7
，
1 1

，
1 2

，
1 6

，
1 7

，
2 3 は 同 じく正

の 因子 負荷量を有す る第2 因子 と して ， 質問番号5 ， 8 ， 1 0 ，

1 3
，
1 8

，
1 9

，
2 0

，
2 2 は負の 因子 負荷量を有する第 3 因 子と し て

捉え る こ とが で き
，
そ れ ぞれ の 因 子 が M a sl a c h ら

封
が提唱 した

E E
， D P ， P A で ある こと が 本対象 で も確認され た ．

2 ． 職位別に みた 燃え つ き症 と関連諸因子

E E
，
D P お よ び P A の 燃え つ き症に 加 え

， 年齢 ， 勤務年数，

1 日平均勤務時間 ，
1 日平均睡眠時間の 平 均値 を職位別に 表 3

に 示 し た．

一

元 配置分散分析に よ る有意な差が認 め られ る項 目

は ， 年齢 勤務年数， D P ， P A で あり ， こ れ らの 項目 に つ い て

は
，
D u n n e t t t e s t に よ る多重比較に よ り ，

一

般職 の 値を 基準に

管理 職ある い ほ 監督職 の そ れ と比 較 した ． 管理職 お よび 監督職

の 年齢お よ び勤務年数が 一 般職 の そ れ らに 対 して 有意に 高い こ

とが 観察され た ． ま た 監督職の D P が有意に 高く ， また P A が

有意に 低い こ と が 認め られ た ． ま た は 表 4 で は 職位 別 に み た

T a bl e 3 ． B u r n o u t i n d e x a n d o th e r lif e a n d w o r k c o n diti o n s a c c o rdi n g t o t h e j o b cl a s s i n t h e st u d y l

Cl a s s

N u m b e r o f

S u bj e c ts
e x a m i n e d

V al u e s くm e a n 士S E M l

A g e W o r k p e ri o d W o rk h o u r Sl e e p h o u r E E D P P A

くy e a r sI レe a rsI p e r w e e k p e r d a y くs c o r el くs c o r eI くs c o r el

M a n a g e m e n t

di r e c t o r

8 2 4 8 ． 3 士0 ． 6 3
ヰ ヰ
2 4 ． 2 土0 ． 71

ヰ ヰ
5 3 ． 6 土0 ． 8 9 5 ．8 7 士0 ． 0 7 2 9 ． 6 士0 ． 7 0 2 4 ． 9 土0 ． 8 3 3 0 ． 3 士0 ． 49

S u p e r vi s o r l 1 3 3 7 ． 2 士0 ． 40
＋ －

1 4 ． 8 士0 ． 4 0
H

5 3 ． 8 士0 ． 98 5 ． 90 士0 ．0 6 3 0 ．2 士0 ． 5 8 25 ． 2 土0 ． 6 5
ヰ

2 7 ． 7 士0 ． 5 l
．

S t aff 1 7 3 2 7 ． 8 士0 ． 23 5 ． 7 6 士0 ． 2 0 5 3 ．1 士0 ． 71 5 ．8 9 士0 ．0 6 2 9 ．2 士0 ． 5 4 2 3 ． 3 士0 ． 5 4 3 0 ． 2 士0 ． 4 0

S t a tis ti c al s l g nific a n c e f r o m th e v al u e of th e st aff ，
ヰ

p く0 ．0 5 ．
拍

p く0 ．01 ． E E
，
e m O ti o n al e x h a u s ti o n こ D P ．

d e p e r s o n ali z a ti o n ニ P A ， p e r S O n al a c c o m plis h m e n t ．

T a bl e 4 ． P s y c h o s o ci al a n d p h y si c al f a ct o r s r el a t e d t o th e b u r n o u t i n d e x a c c o r di n g t o th e j o b c la s s i n t h e s t u d y I

C la s s

N u m b e r of

S u bj e ct s

e x a m i n e d

V a l u e s くm e a n 土 S E M l

JI S M A S G H Q M A C A S C M I くC ，
l
，JI C M I くM －RI N e u r o si s

くs c o r el くs c o r el くs c o r el くs c o r el くs c o r el くs c o r el くs c o r el くs t a g el

M a n a g e m e n t

di r e c t o r

8 2 3 3 ． 7 士0 ． 3 4
ヰ ホ

2 3 ． 0 士0 ． 72 8 ． 0 0 士0 ． 4 6 1 4 ． 2 士0 ． 3 8 3 ． 1 7 士0 ． 1 3 3 ． 7 7 士0 ． 25 1 0 ． 6 士0 ． 61 2 ． 2 6 士0 ． 08
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JI S ， M A S ， G H Q ， M A ， C A S ，
C M H C ， I ， J I ， C M I くM 一

別 ， 神経症判別指標を 示 した ， 有意 な差 が認 め られ る 項 目 ほ

JIS だiすで あり ， 管理 職の 封S が
一

般職の それ に 比 べ 有意 に 高

い こ とが 観察 され た ．

3 ． 燃え つ き症 と関連語因子 の 相関関係

表 5 に ほ年齢 ， 勤務年数 ， 1 日平均勤務時間 ， 睡眠 時問 およ

び JIS ， M A S
，
G H Q ， M A ， C A S ， C M H C ， I ， J l ， C M I くM －

R l ． 燃え つ き症 の 各指標問の P e a r s o n の 相関係数を 示 した ． 年

齢 に 対 して ほ ， 勤務年数 1 1 日平均勤務時間， JI S が ， 勤務年数

に 対 して ほ 1 日平均勤務時間お よび J工S が 有意 な正 の 相関を 認

めた ． 1 日 平均勤務時間に 対 して ，
M A S と C M H M

－

R J は正

の 相関関係 に あ っ た が ， 睡眠時問お よび G H Q と は負 の 関係軒こ

あ っ た ． 睡眠時間 に 対 して は ， M A と D P と の 間 に 負 の 関係

が ， P A と の 間に 正 の 関係 を認め た ． JIS との 間に は ，
M A が 正

の 関係を ， C M T くM －

R l が 負 の 関連 を 認め た ． M A S
，
G H Q ，

M A
，
C A S

，
C M I くC ， I ， J l ， C M I くh 卜 R l ， E E ， D P の 各指標

間の 関係は ，
M A と C M I t C ， I

，
J l ， M A と C M I くれ卜 R l

の 関係 を除い て すべ て 有意 な 正 の 関 係で あ っ た ． ま た M A S
，

G H Q ， M A ， C A S ， C M I くC ， I ， J l ， C M H M －

R l ， E E ， D P の

各指標は す べ て P A と の 間に 負 の 相関を 示 した ．

4 ■ 燃え つ き症と そ の 関連諸因子 に 対する因子分析と 正準相

関分析

1 つ 因子 分析

E E
，
D P お よ び P A を 含む す べ て の 指標 を用 い て ， 主 因子 法

に よ る因子分析を行 っ た結 果 く表 6 I ， 固有値1 以上 の 困子ほ 3

つ 抽出 され た ． 0 ． 6 以上 の 国子 負荷量を持 つ 項 目 と して ， 因子

1 に 対 して は M A S ， G H Q ， C A S ， C M H C ， I ， J l ， C M IくM －

R J お よび E E と D P の 燃 え つ き症 の 各指標 で あり
， す べ て 正

の 負荷量であ っ た ． 因子 2 に 対 して は ， 年齢 ， 勤務 期間に お い

て正 の 負荷量を認め ， こ れ ら の 大き い 方向に 職位 く大き い 値 ほ
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ど職位ほ 高く な る1 が 大き い 負荷量を認め た ． 因子 3 に 対 して

ほ ， 就労時間に お い て 大き い 負荷量を と り ，
次に 大きい 負荷量

は性別 で あ り， 就労時間の 大 な る こ と と 男性 と は 同 じ方向 で

あ っ た ． な お ，
こ れ らの 3 つ の 因子 に 対す る累積寄与率 は 1

4 8 ． 7 ％ で あ っ た ．

2 つ 正 準相関分析

基準変数 を E E ， D P ， P A に
，
それ 以外を 説明変数 と した とき

の 正 準相関分析 の 結果を表 7 に 示 した ． 有意 な正 準相関係数を

示 した 成分は成分1 と 2 で あ っ た ． 成分 1 で の 基準変数 E E ，

D P の 方向は同
一

で あり ， P A と は逆 で あ っ た ． E E と D P に 対

して 同じ方向に 説明 変数と して 抽出 され た比較的 ， 重み 係数の

大き い 項目 ほ ，
M A S

， G H Q ， M A ， C A S の 4 項 目 であ り， 年齢

と は逆の 方向を有 した ． 成 分 2 の 基準変数 の 関係 は ，
E E と

P A と が同 じ方向で大きい 重み 係数を示 した ．
こ の ときの 説明

変数 と して ほ ，
E E お よび P A と逆 の 方向に ， 年齢と M A が 大

き い 値を と る こ と で 成分 2 に 寄与 した ． また E E
，
P A と 同じ方

向に は ， 職位 と M A S が 大きく抽出 され た ．

H ． 研 究 正

燃 え つ き症 の 各指標 である E E ， D P ， P A お よ び M B I の そ れ

ぞれ の 平均値 の 大小に した が い ， 企業に 働く42 名 の 年齢 ，
M A

，

C A S
， 喫煙 ， 飲 酒 習慣 ，

B M I
， 収 縮 期 B P ， 拡 張 期 B P ，

C R T N
，
U A

，
T C H

， T
－

G T P の 値を 示 した く蓑 8 1 ． E E の 高い 人

で は
，
C A S と T

－ G T P が 高く ， ま た D P の 高い 人 で ほ M A ．

C A S が 高い こ とが 認め られ た ． ま た ，
M B I に つ い て み ると ，

M B I の 高い 人は ，
M A お よび C A S が 高い こ とが 認め られ た ．

表 9 で ほ ，
E E ， D P ， P A およ び M B I の そ れ ぞれ の 平均値の 大

d 叫こ したが い ，
W B C

，
リ ン パ 球 くW B C に 占め る割合l ， N K 細

胞癌性 ，
C D 5 7．C D 1 6 十

，
C D 5 7

十

C D 1 6
ナ

， C D 57
十

C D 1 6仙の サ ブ セ ッ

ト の 数お よび そ れ ぞれの リ ン パ 球 に 占 め る割合を 示 した ，
E E

の 高い 人で は
，
リ ン パ 球の W B C に 占 め る 割合が低く ， ま た

D P の 高い 人 で ほ N K 細胞活性お よ び C D 57
ト

C D 1 6
＋

の リ ン パ 球

に 占め る割合が低か っ た ． また
，
M B I の 高 い 人 は ，

N K 細胞活

性お よ び C D 5 7
十

C D 1 6
十

の 数 ， お よび そ の リ ン パ 球 に 占め る割合

が低か っ た ．

考 察

燃え つ き症に 対す る ア ブ ロ ． 仙 チ で ほ
，
F r e u d e n b e r g e r

l I
が個人

心 理 的 レ ベ ル の 記述 に と どま っ た の に 対し ， M a sl a c h ら車 は
，

社会心 理学 の 立 場を も包括す る ス ケ ー

ル を 開 発 し ， そ の M 別

を用 い て 多 く の 研究者
2g 卜 3t，
が看護婦 ， 教師， 警察官や ソ ー

シ ャ

ル ワ ー カ ー

ら の 燃え つ き症を評価する こ と を試み た ． さ らに ，

そ の 後 ，
M B I に 基づ い て 燃え つ き症の 段 階を ， そ の 進行 の 度合

い に よ っ て 分頬 し た G ol e m bi e w s k i らの 段 階 モ デ ル 研究
32 卜 341

は
， 燃え つ き症の 各段階に い か な る要田が関与する か と い う分

析を進め る の に 十分示唆的であ る ． 段階モ デ ル の 研究は
，
世界

7 ケ 国に 亘 る12 ，0 00 名を 対象と した 比較文化的な分析で あり ，

燃 え つ き症 の 段階の 抽出に は成功 した が ， 燃 え つ き症が段 階的

に 進行する機序の 分析は未完の ま まで ある ． 本研究は燃 え つ き

症 の 心 理生理的機序 に つ い て 明 らか に するた め に ， 彼ら
32 ト 帥
の

用 い た M B工 を燃 え つ き症の 指標 と し， 燃え つ き症 に 関与す る

と予測 され る諸要因との 関連を分析 した ．

個 々 の 質 問に 対す る因子分析 を施行 した結果， E E が 最も大

き い 因子と して捉えられ る こ と ほ諸家の 報告
4I35I

と よ－く 一 致 し，

E
，
E が燃え つ き症を 最も反映す る指標 である こ と ほ 疑い な い ．
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S t a ti sti c al si g nifi c a n c e f r o m th e v al u e b el o w t h e s c o r e ，

＋

p く0 ．0 5 ．
ヰ ホ

p く0 ，01 ． E E
．
e m o ti o n a l e x h a u s ti o n ニ D P ， d e p e r s o n ali z a ti o n ニ
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しか し2 番 目の 因子 と して 増子 ら
35－

は P A を 抽出 して い る が
，

本結 果では D P の 国子の 方が大きい こ と が示 され た ． こ の 相違

は ， 対象の 職種の 違い に 基 づ くと 考え られ ， 彼 らが 対人 サ ー ビ

ス 業に 従事す る人 だ けを 対象と した の に 対 し ， 本研究で は 製造

業や 建設業 とい っ た 第 2 次産業に 従事する職種をも対象と した

た め と推定 され る ． M A S や C A S に 対する燃 え つ き症 の 指標

の 相関の 大き さも， E E ．
D P

，
P A の 順 で かj ， 燃 え つ き症が

，

後述 するよ う な 包括的な症状で あ る こ と を考え 合わ せれ ば ， 職

種 一 般 では 燃え つ き症を 代表す る困 子 の 順は 本結果で 抽出さ れ

た順 と考え られ る ．

職位 と燃え つ き症の 関係 で ほ
，
監 督職 ほ ，

一

般 職 に 比 べ ，

D P が 高く P A が 低い こ と が 認め らゎ た ． 各指標間の 相関関係

か ら
，
D P お よ び P A が と もに ， 睡眠時間， M A S ，

G H Q ， M A ．

C A S
，
C M I くC ， I ， J l ， C M H M 一

即 の 各指標間と の 間に 有意

な関係を認め ， そ の 関係ほ睡眠時間が 短く ， 麒在的不安度が大

きく 一 心 理
． 精神 的お よ び身体的健康度が低く な る 方向に ，

ま

た M A ある い ほ C A S の 値が 大きく な る方向に
，
燃 え つ き症 の

程度が大きく な る と い うも の で あ っ た ．
こ の よ う な 相関関係 に

もか かわ らず
． 監督職 と

一

般職の 間に は こ れ らの 指標 の 差 は観

察され な か っ た た め
， 職位 と燃え つ き症の 関係は ， 特 に M A S

や G H Q ある い は M A や C A S な どの 社会的， 心理 ． 精神的 お

よ び身体的な問題 と は独立 して成立す る と推定 され る ． 監督職

に 燃 え つ き症 に 関す る間確が多い こ と は諸家 ら 捌 も 指摘 し て

い る が
， 本結 果は ， 監督職 の 燃え つ き症が 社会的， 心 理 ．

精神

的お よび 身体的な状態 に基づくもの で はな い こ と を示 竣 して お

り ， 燃え つ き症 の 機序 を解釈する上 で職位の 意義 ほ極め て大き

い と考え られ る ．

燃え つ き症 と M A S ．
G H Q ．
M A

，
C A S ある い は C M I と の 間

の 有意な 関係以外 に も ， 同 時に こ れ らの 指標 の 間に も相関関係

が存在 して い た ． した が っ て
， 燃え つ き症 を各指標と の 関係で

位置づける ため に ほすべ て の 指標を構造的 に 捉 え る必 要が あ っ

た ． 本研究 で は国 子 分析を施す こ と に よ り
，
E E ． D P が 正 の 方

向に ，
P A が 負の 方向に 大きく な る方向に 国 子1 が認め られ ，

こ の 方向に M A S ，
G H Q ．
M A

，
C A S が認 め らゎ た ． L た が っ て

E E と D P の 和と P A の 差 くE E ＋D P －P A l に よ っ て 燃え つ き

症全般を評価 で き る こ と が 示 唆さ れ ， 同時に 個 々 の 相関関係 を

排除 して も， 燃 え つ き症と ， 社会的， 心 理 ． 精神的お よ び身体

的因子と の 間に 構造的な関係が成り 立 つ こと が 示 さゎ た ． 因 子

分 析に よ っ て は 第 2 国 子 ， 第3 田子 とも に 燃え つ き症の 各指標

を抽出で き なか っ た が ， 正 準相関分析 で は 燃え つ き症の 各指標

を他の 指標 と並 立に 置か ず ， 対立す る モ デ ル に 仕立 て る こと に

よ り， 有意 な成分と して の 第2 成分 の 中 で 燃え つ き症の 指標 を

抽出する こ と に 成功 した ． そ の 第 2 成 分と し て 職 位が 抽出 さ

れ
， 職位が 高く な る方向に E E と P A が 認め られ た ． したが っ

て 職位 を管理 職， 監督職， 一 般職 の 順に 並 べ た 場合， 職 位が 高

い 人 に ほ
，
P A が 高い に もかか わ らず E E も高い 場 合が 多い こ

と が窺 い 知れ た ． こ の よ う な職位 と燃 え つ き症の 関係ほ ， 燃 え

つ き症全般を 1 つ の 指標で表す と 同時に ，
M B王に よ る各指標で

評価す べ きだ と す る考え
2gl へ 3－－

を 支持 して い る ．

燃 え つ き症と の 構造的な 関係 に お い て 最も注 目 さ れ た の は

M A と C A S に 対す る関係であ る． 相関関係と因子分析 の 結

を総括すれば
，
C A S と燃え つ き症全般と の 正 の 相 関関係 は大

きく ，
M A に 対す る D P お よ び P A との そ れほ 小さ か っ た ． 従

来 よ り ，
ス ト レ ッ サ

ー の 大き さや 質以上 に ， 個 人の ス ト レ ス に



燃え つ き症の 心 理 的評価 と細胞性免疫機能異常

対す る対処 の 問題 が心 理
一 括神的な 様 々 な 障害 に つ な が ると さ

れ て い る
24 胴 7，
が
， そ の 対処 法を限 られ た 時間で 客観的に 評価す

る こ と ほ 極め て 困 難と 考え られ て い る
24， 胴 gさ

． C A S の 値 を PIT

を用 い て 評価す る本法に よ っ て
， 燃 え つ き症全般の 方向との 正

の 関係を 得る こ と が で きた ．
こ の 結果は

，
P I T に よ る C A S の

値を M B工 と 併せ て 評価す る こ と に よ っ て ， 燃え つ き症 を ， さ

らに よ りよ い 精度 ． 感度で も っ て 診断で きる こと が 期待され る

こと を 示 して い る ．

一 方 ， 燃え つ き症と M A との 正 の 関係は ， M A と P A の 間

に 負の 中等度 の 関係を 示 す こと で 維持され て い るが
， 燃 え つ き

症全般と ほ 独立 した 関係に ある と 思 わ れ る ． 事実 ， M A と

JI S と の 間に ほ 有意 な 正の 関係が認 め られ た が ， JIS と P A を

含め た燃 え つ き症各指標 と の 間に は 有意 な関係 は み い だせ な

か っ た ． 仕事に お け る パ フ ォ ー マ ン ス や仕事に 対する満足感ほ

燃え つ き症 と 負の 関係 を 示 す こ と が 指摘 さ れ て ほ い る
2，
が

，

G ol e m bi e w s ki ら の 段 階 モ デ ル 研究
17 ，32，b 34 ，

で ほ
， 必 ず しも段 階の

悪化に した が い ，
仕事で の パ フ ォ ー マ ン ス や 満足 感が 喪失する

こ と に は 否定的である ，
M A を 仕 事に 対 する 関連 で 捉 え る 考

え
頼

も ， 燃え つ き症 の 構造の 一 部に M A を位 置づけ な い とす る

著者の 想定 を支持するもの と思わ れ る ．

こ の よ う に 燃え つ き症 は ス ト レ ス に 対す る認知ある い は 不安

症状な どの 神経症に と どま らず
，
G H Q や C M I に 代表 され る 身

体症状や疲労感とも大きく関係する こ と が示 され た ， 燃え つ き

症が こ う した 社会的 ， 心 理 ． 精神的お よ び身体的な包括的な症

状である に もか か わ らず ， 燃え つ き症 に おけ る 生理 学的な意義

ほ ほ と ん ど明 らか に され てほ い な い
411

． 特 に ス ト レ ス に 関す る

精神お よ び身体的に も近年
，
最も注 目 され る精神免疫系が燃 え

つ き症 に どの よ う に 関与す るか は非常 に 興 味深 い ．

N K 細胞ほ ， 主 要覿織適合性抗原に 拘束され な い 異物 で あ る

細胞 を融解す る作用 と 同時に ， 抗原 依存性細胞障害 の 作用 も併

せ て 有す る ． 元来 ，
こ の 故能か ら N K 細胞活惟が評価 され て き

た
12 74 3－
が

，
ごく最近の 細胞生物学 ， 分子 生物学 の 進歩に よ り ，

N K 細胞ほ 形態 ， 特に T 細胞 レ セ プ タ ー

を 含む表層 マ ー

カ
ー

に

よ っ て定義す る こ と が 妥当で ある と され ， さ らに N K 細胞が広

範囲の シ ス テ ム に お い て 重要な 役割 を果 たす こ と が指摘さ れ て

い る
4 用 －

． した が っ て
，
本研究口 に お い て も N K 細胞活性の 測定

に と どま らず ，
C D 5 7 C D 1 6

＋

， C D 5 7
＋

C D 1 6
十

， C D 5 7
－

C D 1 6 の サ

ブ セ ッ ト の 数お よ び リ ン パ 球に 占め る 割合 を調 べ た ．
こ の う

ち
， 高い N K 細胞 活性 を示 すの ほ C D5 7M C D 1 6

，

で あり ， ま た

C D 5 7
■

C D 1 6 の N K 細胞活性は弱く ， C D 5 7
十

C D 1 6
＋

の N K 細胞

活性 ほ中等度で ある こ とが 知られ て い る
16 ．

． 本結果で は ，
D P の

高い 人 で ほ N K 細胞活性お よ び C D5 7
－

C D 1 6
，

の リ ン パ 球に 占

め る割合が低か っ た ． また M 別 の 高い 人 は ，
N K 細胞活性お よ

び C D 5 7
＋

C D 1 6
十

の 数が低か っ た ． こ れ ら の 結果ほ ， 燃え つ き症

に お い て は 細胞性免疫が低下する こ と をよ く 示 し て い る ． さ ら

に D P あ るい は M B I の 高い 人 で ほ M A ． C A S が 高い こ と が認

め られ た た め ， 研究 トに よ っ て み い だ され た 燃え つ き症に 対す

る諸因子 の 構造的関係の 中で の C A S の 位置関係 ， さ らに は ス

ト レ ス と 細胞性免疫 と の 関連
の
か ら考えれ ば ， 燃え つ き 症ほ ，

仕事 に お ける ス ト レ ス に よ っ て引き起 こ され る が ， そ れ は細胞

性免疫の 低下に つ な が る こ と を示 竣 して い た ．
こ こ で ほ 本結果

を細胞性免疫と燃 え つ き症の 関係 に つ い て の ス ト レス を 介して

の 間接的な関係 ， す なわ ち ス ト レ ス に よ っ て ライ フ ス タ イ ル が

破綻す る こ と に よ っ て細胞性免疫 の 低下が生 じる 一 方 ，
ス ト レ

85 3

ス に よ っ て 燃え つ き症に な っ た とす る関係と して 捉え る こと も

で きな い で ほ な い ． こ の こと に つ い て は ， 近年， ラ イ フ ス タ イ

ル
， 特に ， 動物性脂肪を中心 と した食生活

細

， 喫煙
4射

，
ア ル コ ■ －

ル 摂取
抽

， 運動習慣
抑

な どの 健康実践 と N E 細胞活性と の 関連

が大い に 注目 され て きて い る よ う に ， 十分， 慎重に 考察 され な

けれ ば な らな い ． しか し
， 研究 正で ほ D P ，

E E
， P A あ る い は

M B I は
，
ライ フ ス タ イ ル あるい は 身体的指標 に 対 して ， E E と

r－G T P の 関係以外で は有意な関係を認めな か っ た と い う結果

が 示すよ う に
，
ラ イ フ ス タ イ ル の 破綻を介する細胞性免疫の 低

下 と燃 え つ き症 の 関係は考え難 い ．

以上 ， 社会的 ， 心 理
．

精神的 およ び 身体的な問題に 対する燃

え つ き症の 関係 な らび に 燃え つ き症と細胞性免疫 と の 関連が示

され た が
， 燃え つ き症の 概念あるい ほ定義自体が未だ確定 した

もの で ほな い ため
，

これ の 変更に した が っ て ， 以上 の 包括的
，

構造的 な関係ほそ の 都度 ， 修正 され る 必 要が ある か も しれ な

い
■ しか し

， 本研究を 基に し た今後の 縦断的な ア プ ロ ー チ ほ
，

燃え つ き症を めく
－
1

る 構造的な関係に つ い て の よ り多 くの 情報を

得る こと に よ りそ の 心理 生理 的な 磯序が さ らに 解 明 され ると 同

時に ，
よ り詳細 な燃え つ き症 の 評価 を 可 能 に する と考 え られ

る．

結 論

燃 え つ き症の 心 理 生理 的機序 を明 らか に す る た め に ，

一

般企

業従事者を対象に ， 燃 え つ き症 の 各指標と職位 ， 睡 眠時間 ，

M A S
， G H Q ， M A

，
C A S

，
C M I な どの 社会的 ， 心 理

． 精神的
，
身

休的指標と の 構造的関連を分析 し ， さ ら に 燃え つ き症と N K 細

胞活性 をほ じめ と し た細胞性免疫と の 関係 を調べ ， 以下の 結果

を得た ．

1 ． 個 々 の 質問に 対する 因子 分析に よ り ， E E ． D P ， P A の 順

で 抽出 され た ．

2 ． 監督職は ， 一般職に 比 べ ，
D P が 高く P A が低い こと が

認め られ ，
こ の 関係ほ 他の 要因 の 差 に 基づ く もの で は な か っ

た ．

3 ． 全 体の 指標に 対する 因子 分 析の 結果か ら ．
E E

，
D P が 正

の 方向 に ，
P A が 負の カ向に 大きく な る 方向に 因 子 1 が 認め ら

れ ，
ニ の 方 向に M A S ， G H Q ， M A ， C A S が 認 め ら れ た ． し た

が っ て E E と D P の 和と P A の 差 ほE ＋D P － P A l に よ っ て 燃

え つ き症全 般を 評価 で きる こ と が 示唆 され る と同 時に ， 個 々 の

相関関係 を排除 し て も ， 燃 え つ き症 と ， 社会的 ， 心 理
． 精神的

およ び 身体的囚 f 一 と の 間に 構造的な関係が成 り 立 つ こ とが 示 さ

れ た ．

j ． 忙準相関分析で は 燃え つ き症 の 各指標 を他の 指標と 並 立

に 置か ず
， 対立 する モ デ ル に 仕立 て る こ と に よ り， 第2 成分と

して 職位が抽出 され 職位が高く な る方向に E E と P A が 認め

られ た ．

5 ． C A S と 燃 え つ き症全般 と の 正 の 相関関係 ほ大き く ，

M A に 対する D P およ び P A と の そ れ ほ 小 さか っ た ．
ニ の 結

果 ，
P I T を 用 い て C A S を評価する本法を ，

M B I と 併せ て評価

す る こ と に よ っ て ， 燃 え つ き症を
，
さ らに よ りよ い 精度 一 感度

で も っ て 診断で きる こと が期待 され た ．

6 ． D P ある い は M B I の 高 い 人 で は N K 細 胞活性 お よ び

C D 5 7
＋

C D 1 6
ヰ

の リ ン パ 球に 占め る割合が低か っ た ． こ の 結果か

ら， 仕事に おけ るス ト レ ス に よ っ て 引き起 こ され る燃え つ き症

は
， 細胞性免疫の 低下に つ なが る こ と を示 唆 して い た ．
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